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本県には、先人の残した多くの文化財があります。これらの

文化遺産は、現代に生きるわたしたちの責任で保護し九未来に

継承していくべきものであります。

このほど吉秋田県農政部北秋田農林事務所により曲田地反

免農道が計画されました。この路線の一部が中山遺跡を通過す

ることになり百工事に先立って発掘調査を実施し1たしました。

その結果=縄文時代後期の竪穴住民跡とともに損立柱建物跡

が発見され、当時の集落の中に占める住居と掘立柱建物との関

係があらためて問題となりました。

は五この成果をまとめたものでありますが主文化財に対

するご理解と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存じ

ます。

最後に、発掘調査からみ;書の刊行に至るまでご指導百ご協力

下さった秋同県農政吉r~北秋田農林事務所九大館市教育委員会な

らびに関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

立6i:1三3月

秋田県教育委

教育長橋本顕
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3. 付編

、長津和則の協力を得て、!J、畑 巌が行った口

!は、 しfこ

ある。

した地形図は、 fcf)土地理 f~主完 f=.ï"の 2 /j 5 子分の 1 I扇 Ffli • r十てyi)i-J (第 3

凶)である。

5. 土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修 財団法人日本色彩研究所色票122修『新

版標準[-_色申f~Jlによった。

6. 方I-¥J.は磁北で、ある口真北は、経jヒから

7. 木;吉:の作成にあたって、次の方々から

である(敬称IH色、五十古二JI臨)。

身 藤井安正

5 fぎ27分36秒の方角にあたる

e ご助言を賜ったり記して 表する次第

{対

1 .実誤IJfヨの縮尺は、遺構図面が 1 又は 1/-60で品設し、造物の実証[IJ図は 1 2又は

1 3で、J昂載したが、不定縮尺のものもある。

;各i貴構に付している略記サは、次のとおりでーある。

S B (掘立柱建物跡) S D ( ~iji;l)\遺構) S 1 (竪穴住民跡) S K (土坑)

S KF (フラスコ状士坑) S Z (立石遺構) p (柱穴)

3. 各遺構に千jしている番号は、遺構の種類に関係なく 1需から通し番号としjこ。ただし、柱

穴の番号は101番から付している(竪穴住居跡の柱穴は除く)。

4. 挿図 I~I二i の記号@シンボルマーク@スクリーントーンは、以下のとおりである。

白焼土 巴貼 警警土 器
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第1節調査に至るまで

第 l章はじめ に

第 1節調査に歪るまで

!油田地区農免農道は、昭和63年、県農政部北秋田農林事務所により計画されたものである。

この農道は、大館市曲田・中!ll両地区において生産される農産物の搬出路を整備し、農業の合

理化に寄ケーすることを円的としている。計画路線は、曲

沢れから仁|ニ1LU字兎沢に宝る全長3.3kmである

計画路線内には;埋蔵文化財が包蔵されている iiJ能性がある

ことから、北秋田農林事務所は、文化財保護法に基づき秋田

に調査の依頼を行った。これを受けて秋田県教

ら!司 3一年度にかけて遺跡分布調査

を行い、その結果、周知の遺跡 3カ所(野沢岱、冷水111根、

、新発見の遺跡4カ所(家ノ後、 t聖、寒沢II、中山)

が路線 υこ分布することが判明しfこ。

この遺跡分布調査の結果に基づき、平成 2年度から同 4

度にかけて遺跡範囲{確認調査を行い、計画路線上で、の遺跡の

広がり及び遺跡の性格の把握に努めた。 第 1図遺跡所在地図

遺跡の保存について協議の結果、 よる遺跡の消滅が避けられないとして、緊急発掘調

1記録保存の措置をとることで合意し、平成 3年度に上型遺跡・家ノ後遺跡、平成・4

!立に野沢的遺跡の発掘調査が実地されたりそして、平成 5年度に冷水111恨遺跡、寒沢II遺跡に

、て中1I1遺跡の発掘調査が実施されたので、ある。

第 2節調査の組織と構成

fり?子'r.地

跡 111各

調査期間

調査面

秋1='=1県):.fi'l~ WJ 11-1山宇中山31-1 

2NY 

平成 5年9月 1日~干成 5年10月22日

8 0 0 m2 

干火山

小畑 j阪(秋田県理蔵文化財センタ
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第 1章はじめに

長津 手IJ別(秋田県埋蔵文化財センター調査謀非常勤職員)

総務担当者 佐々木真(秋田県埋蔵文化財センタ

広文(秋田県埋蔵文化財センタ

調査協力機関 秋田県農政部北秋田

(参考文献)

f大田 仁遺跡詳細分布調査報告書』 秋111県文化財調査報告書第201集 1990 

(平成 2年)

秋田県教育 秋田県文化財調査報告書第217集 1991 

(平成 3年)

秋凹 秋田県文化財調査報告書第226集 1992 

(平成4年)

秋出 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第239集 1993 

(平成 5年)
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第 1節 自然的環境

遺跡の立地と環境

第 1節 自然的環境(第2図)

米代)11は、秋田県の北部を西に流れ、日 1でいる。そのJII%15にはいくつかの侭地が

形成されている口凶から東へ米代)11を遡って行くと、河u付近には能代平野、小猿部川との合

iJJ J-也 丘陵
市
川
U

ieLr 
氏'

山
山

'rIJ 

J
l
 

~IJ Llii立跡

八大部盆地 ((1)長不111• -fl}~ 111 f民地 (2i犬主rj段 l壬地

(乃);jと代 I11 Ìl~ .t也 (4) iJfUl1・']1欠川1{ll.i也〕

B 卜二所先行谷低地

C I沫 IWII大jJ王|凌 J也

第 2窮地形底分図
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第 2章遺跡の立地と環境

流部に鷹巣盆地、そして長木川との合流部に大館盆地がある。

大館盆地は、北から11慣に長木)11 .下内川低地、大館丘陵地、米代川低地、犀)11 .ヲ|欠)11低地

からなっている。米代)11低地は、米代J11のJlI筋に沿って盆地内をほぼ東西方向 し、盆地

の東縁で十二所先行主低地へと移行して行く。低地は、この I~--所先行谷低地へと移行するあ

たりで、北からの山地と南からのl床内町凌地とにちょうど挟まれた格好になる u このあたり

の米代)1 は、段丘地形が認められ、遺跡はこの段丘 Lに立地している υ

大館盆地内の段丘は、 4ないし 5段に分けられているが、段丘i日jの段差が不明瞭であること

から単純ではない。ここでは、高@け， .低位の 3大切Ijしている U1-.1也?間基本初査 大館 地

形分類図』に従うこととする。これによると、遺跡のある段丘は、巾[立段丘に相当するりなお、

各段丘の海抜高度は、おおむね高位段丘100m前後、中位段丘60~100m 、 ド位段丘45~70mで

ある。

遺跡の北方には、高森、鳳嵐山等の海抜500m以|二の山々があり、黒鉱鉱床の開発、秋田杉

の植栽等の開発が行われている。一方、遺跡の南にある味11曾内丘陵地は、海抜100~140mの高

位段丘であり、現をはゴルフ場として開発されている。

第 2節摩史的環境(第 3図、第 1

3図周辺遺跡地図は、中山遺跡の周辺、東西約 7km、南北約 5kmについて指載したもの

である。各遺跡は、米代川及び犀)11により形成された河岸段丘上に立地している。

図III福内の遺跡の時期を概観すると、!日石器時代遺跡は見あたらなし iO 先人がその足跡を印す

のは、縄文時代早期になってからである。その後、縄文時代晩期まで場所を変えて生活の痕跡

第 1表周辺遺跡 一覧表

番号 j立跡名 H寺 期 又 は 出 土 造 物 番号 遺跡、名 11寺山i又は出土造物

l !勾 縄文(中-後) 18 :鳶ケ長恨 II 京!日丈 (1胞)

2 山 自官 土師器、中世陶磁器 19 鳶ケ長恨III 縄文 (f政)

3 111館上ノ LLJ 純文(TiiJ.ヰ1.後.H免)、平安 20 鳶ケ長恨IV 純文(li1・自iJ.後・ H免)、弥生

4 市 )11 21 手長 111宇 縄文(前・後)

ら 本道端 縄文(早・前・ rlこ1・l挽) 22 長岡域 中一世

6 兎 ýJ~ 縄文土器 23 大 alk -Jd L 京地文(前)、 土日fIi器

7 竜毛 ib 縄文(中・後)、須!~:器 24 iitl y)¥ 縄文(早・ I:IJ ・後)、平安

8 実 ÝJ~ 縄文(前・中・後) 25 横 沢 土師器

9 野沢岱 I 縄文(前) 26 十[lj ノ y){ 平安

10 ;令7)(LLJ恨 縄文(早前・ 11 1 • 後) り乙」可5 真 倉吉 土liiji器、史:器

11 野 d~ t& II 制文(中) 28 宿内中岱 縄文 (r~ÍJ .後)

12 IT!}沢節目I 縄文土器、青二屯刀引石器等 29 fI未 II¥E{ 内 縄文(後)

13 野沢岱 IV ~':IU文土器、土師器、沼恵出 .30 I't 主主 制、 縄文(JJ船、上師i器
14 三耳王1三3 縄文(前・中・後) .31 1-- 弧 l)jX Iドi:!t
15 上 三rr王I三1 縄文(前・中・後 .11免) 3~ 大!こi堂前 縄文(中・後.fI免)、 τ!と安、 rl'世
lfi 不 ノ後 縄縄文文(後期末 I1免間前葉) 3.3 ド車場開 -Ln市部、年{恋器、;'rliS}，

口 (1支 j 34 1大滝古館 上師器、中日I~陶器

4 



第2節歴史的環境

第 3図周辺遺跡地図

が認められるひ弥生時代にポりその遺跡数は激減し、談i担の遺跡vこおいても遺物が散凡される

だけで、生活の痕跡が具体的に認識される遺跡は背無である[) 1~1' :tttlrÏイーにの遺跡は、投 {I: までの

ところ発見がなく、平安時代以降になり ILfび遺跡が認められる。したがって、弥生時代を合め

ると約1，000'庁間の空白HJ]問が存在することになる ο

次に、，+，山遺跡で検出された縄文'I~'JW と{変則の遺構 e 遺物に関連する遺跡を取り 1" げ、当時

の生活環境のげliを窺ってみたい。 1.6]111詰1)-:]のこれまで調在された遺跡のうち、 'I'Wj又は後期jの

遺lIJ，J];数は13遺!日亦である p このうちrll矧及び後期jの雨時期に常まれた遺跡は、

i弥を数える。

山館上ノ山遺跡(3 ) ( 5 )等の調査結果から、縄文中間jの

よーヲしも i 

--; 

てみた t 計は台地縁辺 itl~ に常まれ、台地'-I:::J央部で遺が希薄になる傾向があることから、

集法の中央に広場の存が推測されるの集落を構成する I毘穴住居跡の戸数は、本j主主;ij遺跡、のi十i

j羽末の集落の変遷から 3Jイt)、!二のまとまりが推測される ο 竪穴往居跡には、複式が付設さ

れている。大木系の 1:器がUJ1+:していることから、東北地方南部との文化的な交流があったこ

とが推測される。

縄文後j切におし、ても、家ノ後遺跡 (16) .萩Ihf遺跡 (21) .大Ll riii遺跡等の調査結

果から、!翠穴住居跡は台地縁辺部にまれ、 2-----4 'IFFが集落を構成していたようである。 土器

5 



第2章遺跡の立地と環境

の器形は、それまでの深鉢一辺倒から浅鉢・ 1ii-

くる。

ど多様性に富んだものに変わって

以上の遺跡からは、性格不明の柱穴が検出される場合がある。これは、竪穴住民のほかに

何らかの建物跡の存在が予想されるものである。 II~I 山遺跡からも柱穴が検出され、 1 問 x 1悶

の建物跡の存在が明らかになった。同様の建物跡は、萩Ih宇遺跡からも発見されている。

(参考文献)

秋田県農政部農地整備課 『土地分類基本調査 大館j] 1986 (昭和61年)

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図 L県北版)j] 1991 (平成 3年)

大館市史編さん委員会 『大fl宮市史』 第 1巻 1979 (昭和54年)

『秋田県北枕田郡比内町た!二!宣言tr遺跡

(日目手1l57~j:'-)

1982 

比内町教育委員会 『本道端遺跡』 比内町県蕊文化財調査報告書 1986 (昭和61年)

秋田県教育委員会 『間道103号楳，.;_イパス工事関係遺跡発掘調責報告書』 秋田県文化財

1981 ¥， 昭和56年)

秋田 li=)_設育委員会 建設事業に採る埋蔵J主化財発掘調査報告 I

一上ノ ili1遺跡。一仁ノIliIJ j)ミ跡--j] 秋田県文化財調査報告書第173集

1988 (昭和63年)

fj(回!県教育委員会 『出国土tI~r'Z農吃農道整備事唱に係る珂蔵文化財発掘調査報告書 II一家ノ

徒遺跡-J 1992 子年)
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第 l節遺跡の概観

第3章発掘調査の機要

第 1節遺跡の概観(第41Zl)

大賞I~市街地から国道103号線を し、比較的よく開けた水田を見ながらしばらく行くと、

左手に山地が追ってくる。その山裾には、梨、りんご等の果樹が栽培されている。このあたり

が )~trnTIJ中山地区である。集落の íl'に入り、右手に地E集会所を見ながら集落の裏手に出るよ

うに進んでいくと、 ~ ir'lL!林道Jlの立て札が認められる。その林道に入り、最初のT字路のあ

たりが遺跡である。

遺跡、のある台地は、 米f代に川右岸のj河司岸段丘丘Aでで、ある O 段丘の南縁に匡回!道103号線と I一1十判i十二

そのj北ヒ側にj遺宣跡をその 1=1中lド1に合む果;村結樹f五封iヰJ図があり、さらに北へ行くにしたがい高度を増してUl地地

形へと移行していく}また、右、地の東側は米代JIIに注ぐ I沢により InlIされている。襟高は、

台地の束及び南側で'75m前後、北に行くにしたがし 1高度を憎し'7'7m前後となる。中111沢により

形hたされた谷氏、F野と台地との比高差は、 7~9mである、現況は、梨やりんご等の果樹園の

ほか一部は知!となっている。

(市

第 4図調査区周辺地形

第 2節調査の万法

1. 

調査[~~の設定にあたっては、 4mX4mのグリッド法を用いた。すなわち、道路センタ

-'7 



第 3章発掘調査の概要

N o. 110を原点とし、磁北を求める。原点における南北ラインをY判i、それと直交する

ラインをX軸とし、 4mx4mの方眼をつくるように杭を設置した。

グリソドの呼称は、 Y事]jに算用数字、 X軸に 2文字のアルファベットを付し、その組

により行うものとし、グリ;ノドの南東偶の杭により呼称するものとした。

2. 発掘調査方法

表土の除去は、すべて子掘りにより行い、その運搬にはベルトコンベアーを用いた。

を除去した後、地山漸務層又は地山上面で遺;構のプラン確認を行った。黒色 iて中に平安時代後

半に堆積したとされる火山灰(大湯浮石)が認められる場合は、その前iで一度遺構のプラ γ確

認を行った。

記録の方法は、図面による記録と よる っfこO よる記録は、遺構の平面

iヨ@断面凶を作成するものとし、必要に応じてエレベーション図を作成した。縮尺は20分の l

を原則としたが、竪穴住居跡の石|型炉等は10分の lの縮尺を用いている。

よる記録はも遺構の断面や完掘の状況、遺物上jJ，上状況、首i怖の全昔、作業回景等につ

いて行った。

出土遺物は、 と層位又は標高を して収納した。

第 3節調査経過

9月1日 コンテナノ、ウス、ベルトコンベアー

側 (LR55' 56、LQ55 • 56グ1)、ソド)

のJ疋気配線が完了し、表土除去がさらに進捗した。

行うこととしたの台風13号の接近に備え、

リース物品が搬入される。中山林道の北西

しfこ口 9月3日 ベルトコンベア」

調査区の境界の断面で

.フェンス等がff~ばないよう補強したコ

9 )=J 6日 LTラインから東側jの表土除去と遺物の取り i二げを行った J 大館市教育委員会

板橋範芳係長が来跡。 9月 7Fl JK~ 位 1:中に燥が多量に合まれており、非常に掘りにくい状

況である口 9月81二i 午後雨が激しくなったため、表七除去を中止し、これまで出土した造

物の水洗い作業を行ったり 9月913 ME45・MF45グリソド、の黒色上の厚さは 1mをこえ

ており、大湯汗石が断続的にて、はあるが屑として認められた。大湯浮石の下の層 (NF~\) ，いか

ら大きな僚とともに縄文|て器j;がやや多く出上したヮ 9 JJlO IJ MD46グリッド N居中から

縄文後期，t1葉の深鉢が正佼で出土したコ 1.:9'C等の遺構の存在が疑われたが、周囲を精査してみ

てもプランは確認できなかった。 9月13日 W層中から人間大の礁の出土が著しいが、 MC

46グ1)ッド"1:JLを仁j=1心とする範fFFlには礁の111，士が少なく、まわりの地山よりf尽くなりそうであるり

したがって、竪穴住居跡の可能性が高いものと j吉われたり 9月16El 13 [::1検出の竪穴住居跡、

-8  



第 3節調査経過

のまわりの礁の平面図作成に着手。作業員高松ミワさん、車)jの通勤時に交通事故に巻き込まれ、

毎を負う。 9n 17日 rllLU林道南東側について、遺構のプラン確認を行ったりその結果、

一!て坑、蒋状遺構等を確認した口 9月20R 縮尺200分の lで遺構配置略図を作

!えした。ベルトコンベアー 1基、故障により使用できなくなる。 9月22日 S 101 • 02の調

査に着手する。確認面から 10~15 c mで床面を検出した。 9月24日 S 103、04の調査に着

S 104については、確認出で遺物が出ていたので、取り i二げを行った。 S101 • 02は、プ

ラン確認、時新11.::1関係があるものと忠われたが、土居観察)+1ベルトには壁としての立ち上がりが

認められないことから、単なる埋…|ての違いであることがわかり、 l軒であることが判明したコ

9月27日 中1[1林道の二!と丙側の表土除去と遺構のプラン線認作業を弘行して行ったり 9月

291=1 林道北西側のプラン確認作業終了。その結果、耕作によるものと忠われる柱穴状のプラ

ンのほか、遺構らしいものは検出されなかった。

10月1日 S 101の床面精査を行った。当初J本住居跡の柱穴と忠われたものが、~Ijの遺構の

ものの可能性が高くなってきた。それは、 S101のプランの外側に先の柱穴と同じ

を検出したからである u 4本の柱で構成される掘¥7:柱建物跡と推測される。 S103、04掘り下

げ。 10月4日 S 103、0411折田1図作成。 S115、16、17若手。 S101を再度精査したところ、

プランの内側にまだ掘れる部分が半円形に確認された。 S101より古い時期の竪穴住居跡の存

在が予想される。 10月5日 S 101石凶炉型rr:面図作成。 S115造物取りよげ。 10月6日

S 1 15 • 16は焼失家屋であるが、焼士と炭化材の検出量はそれほど多くはなかった。 SD18を

掘り下げた所、フラスコ状土坑と切り合っていることがわかったu 土層断而からフラスコ状二i二

坑が古いようであるり 10月 7日 SK08の!新を作成し、完揖しようとしたが、北両側に

どんど、ん掘れていき長方形プランになるようである。これは、埋土の上面に地山の…Lが入って

いたために本来のプランをつかむことができなかったことによる。長l~tl 方向の土層観察月:J ベル

トを魚J震設定したひ 10月8R rliの多い天気の対策として、竪穴住屑跡の上にシート

をかけたり 10月12日 S 101のプランの内側に古い時期の塔穴住居跡が予想されたが、調査

のが;甲~WÎ り床 lfl~分であることがわかったコ S 1 16の焼九炭化材の検出作業終了。 10月131J

S 117のほぼ中央部に石田i炉を検出した。 S116の焼士、炭化材の検出状況を写真J最影し、

実測に着子したり 掘立柱建物跡の柱穴の検出作業に若手。 101番から番号を付す。 10月14F-j 

S 1 15HLl二の遺物番号 (RP3)が草復していることが判明。注記時に番号を新たに付けてや

る必要あり心地形?}lljji~若子。 10 月 18 日 S 115、17の平面図作成。 S117の石柱EI炉を半裁し

たところ、焼 i二層が黒褐色::1二をI'I¥Jに挟むように 2枚検出された。さらに、焼ニ|二の範囲が上下で、

周致しないことから、炉が作り替えられたことが推測される。 10月初日 S 1 16の平而図作

成。:1:坑@掛立柱建物跡柱穴の平面図作成。 10月211二i 持状遺構の平fAi図作成。撤収作業一

9 



第 3章発端調衰の概要

10月22日 偲立柱建物跡柱穴の平面図作成後撤収し、調査を終了した。

G主

53 

47 

/15 

;14 
安一立主ii立j/Il'(SZ 14) 0 

番号のみは、上j/Lを表わす

43 

第 5図遺構配置図

10 



第 1節遺跡の基本土層

第4章調査の

l節遺跡の

北両から南東に長い調査Kの北東側調査境界の土層を第 6図に渇げた。lV1F45グリッドの土

層が、ヰ1LLi沢に面する台地縁辺に近い部分である。そして、l¥1A52グリッドへ向かうにしたが

い、台地のと部に近くなっていく c

Ivl F ，16グリ、ソドにおける土層が最も

下に存層の特徴を述べる。

よく、立をす二から地山まで約 1mの厚さがある。 口、

.Um 

MF 46 

5函基本 土麗諮

1 J目黒色(lOYR1. シルト。 1非行:

i計百 色 .7 シノ~ t、心地L1 11~、際混入。しまりよい。

III層 黒掲色二日lOYR2/2)シルト~砂。大湯浮石由来のシラスを多く

¥'1 

MF45 

III' 層 黒色(lOYRl. シノレト。 III層由来のシラスと炭を含む。しまりよく、*，lj性

11-



第4主主 調査の記録

あり。

N層黒色(lOYR2/2)シルト。地山粒、操 (II屑より任が大きい)

あり。縄文時:代遺物包含層であるコ

V)胃黒褐色(10YR3I2)シルト

羽層 I~~黄褐色 (10YR6/6)

地LIJ~j断移!胃コ

主自f-LJo

2節検出遺構と出::!-

しまりよく、 1~rlî性

倹!村された遺構は、 iJiIi而柱建物!跡 l棟、竪穴住居跡 6粁、 1-)元25基(フラスこ!状上jプL1 )左を

)、立石 1 、存状遺構:1条である n ほとんと、の遺構が、縄文時代のものである。

1 .縄文時代

( 1 )掘立柱建物跡

S 833鐸立柱建物跡(第 7問、[支IIt互い

〔検出位i者。怜1+1状況] MA50・51、MB50・51ゲリヮノドでS101の!よIfr1iW査rl1vこ 111した汀

P 1は、 SI01のHrIi床にかかっているにもかかわらず、床[!'rI精再時に倹11¥されていることか

ら、貼床がP1の土になされていなかったことがわかる。したがって、本j章構は、 S101よ

りも後につくられたものである。

〔規模J 111c11x1問の建物跡、で、柱の!日JI同はP1-P2間がやや広く 370cm、その他は約

330cmで、ある。 ただし、調査区外(東側)にのびる可能性もある。

〔柱穴〕 柱穴は、阿世Ijに浅い段を有するもの (P2、P3)がある y 浅い伐を除いた柱穴の

規模は、 f:~50c'v58cm、深さ 68----97cmで、あるけ採さにはばらつきがあるが、 l点の標高は

75.2ml前後でjうる口

〔埋 1-.の状況〕

7 
-:;)0 

{in~認、而におし、 しているので、柱穴ごとに記

P 1 民福色 (lOYR2I2) シルトコ J!QfLr粒、炭化物混入。しまりやや良いU

P2:黒褐色 (10YR2I2) シル!'(]地山粒混入りしまりやや良い。

P3 :黒掲色 (10YR2/2) シノレト。砂粒、

P (1 :時掲色 (10YR3/3) シ;l--ト υ 地山粒混入。しまりやや長いrコ

CI:IJ二i二遺物] P 2・P4 J1H~~J二 '-I~I から:1.器片14点が出上したが、小佐片のためH~)載できなかったり

〔時期〕 柱穴の検出状況から、縄文'+1期の!思穴住居跡 (S1 01) より後につくられているこ

とがわかる。また、柱穴からH¥土した i二器が、 Hti_1 ~ .焼成などから後期のものと:号えられる

ことから、該J1J]のものと推測される。

-12 
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第2節 検出遺構と出土j毒物

( 2 )竪穴住居跡

S 101竪穴住居跡(第 8・9・25• 28 • 30図、図版 2) 

〔検出位置。検出状況J MA49・50、MB49・50・51グリッド地山面でプランを検出した。

当初、竪穴住居跡2軒の切り合いと考えられたが、埋土の違いであった。

S B33、SK12、SK36と切り合っており、南西壁にほぼ接するように立石遺構 (SZ 14) 

。口

〔平i古i及びi斬而の形態〕 子市形は隅丸方Jfjに近く、断而は鍋底状である。

〔規模〕 長車h 方向約610cm、短llîI h方向約550cm o 確認面から床面までの深さ 15~20cmで、

ある。 面積は、約28m2で、ある。

〔床面@柱穴〕 床面は、特に同くなっている部分は認められなかった。ほぼ中央部分の

340 x 385cmの範囲が貼り床されていた。床面の標高は、 75.7-----76. Omで、ある。

柱穴は、 18 ヶ所が検出され、第 9 図に床的iからの深さを記した。 P1~P7 が主柱穴と

えられる。

〔付属施設〕 東畦際に馬蹄形の行凶=1炉を検出している。 100x 170cmの範囲の床面を10~

15cm掘り下げたのち、長さ30-------40cmの*111長い石を左右とも 3個ずつ 1列に並べ、住民の内

側から外側に向かつてやや開くように配されている。壁際の行よりも住居の中心側の引がよ

く焼けている。

CrH土遺物J 1 は、在居跡戸jfì至近くの土雫 I~中から潰れた状態で出 L= した深鉢形土器である口

底部は失われてしまっていた。 I-J縁部が若「すぼまり、折り返し口縁状に;ftJ~I二が下町字くなっ

ている。このー段)手くなっている部分を含め全1mにRL縄文が施されている。仁Jf王32.3cm、

羽有高39.3cm----Cある。 2 は、Hr~床にJ:F1 l 、た…!っの '1 1 から出上した小型の士器で、ある口氏部に

もち、 I)~ fH~に緩いカ」ーブを jWiきながら口縁部に達する。器面の調整は概して大雑把

であり、縦方向に粘 1--を削り取った痕跡が認められる。 )1主音gは、苦 FJ二げ氏である。器商

7.5cm、!こ Jf主4.2~-4. 6cm、推定の底径6.7cmである{コ 10翁 11は、 RL縄文の地文に沈線に

より j並宇状の懸垂文を施文し、 rrBIヲの車Ij突文を施したものである

石;告は、 3J去をJ易裁 73 • 75は住!芹跡埋上rll、74はt!1'i[ねjすの出土で・ある c 長IJHの側絃

に調整を施してし 1る。

CH封切〕 出土遺物、石間炉の形態から縄文中間後半と推測される c

S ! 03緊穴住居跡(第10• 301/(j) 

〔検出位置@検出状況J lv1A51. 52、MB51グリッド地山屈でプランを確認した。調査区

外にプランの半分近くがかかっている。

C j-JL的j及びlt;Jrl出の形態〕 平間形は円形と推測される。 断面は鍋底形。
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第4主主 調査の記録

凶

分

分

部

部
る

る

入

い

い

混

て

て

土

し

し

焼

変

変

と

赤

赤

物

干

も

化

若

最

炭

盟

A B 

じ

ι円

ヨ

週

刊

1. Ilfy俗色(lOYR3i4iシJl.l. J世山)I'!i数託、破!大)少iti:Ut入

しまり強〈、杉山t皆j邑

褐色IlUY114/41 〆 !lト。地山村f少量、手lIIiiJ少泣人〔しま

りrjrtl<、中lli併話こimご

:， .~H品色 r lUY R ~!:， i ンルト J息 UJ 半 ;f. ~'-íil 混入、機 r'J 、)(地 {tl:iT~

ヘしま t)~J ~J <、も，;tt1!i-.;鴎

i ，fHt品色il0YR3/2iシノL-I、 J血LUt:i.少Et{IlJu しまり '~r;面、

fli'~主 V!r- jIfi

~漂泊色!1υY シ 1 1.- ト ，%l lI li:1;少;況も倹!小}少i言 d-~ 人 し

D 1)必〈、もli'l'l普通

水糸レ~.:.:.}~ : 76.000m 

{3 ，!J~F品色(j(J Y H3!2i J也 lU*:l 少位、焼二少 i辻、際il~ 入 しまり

:J:)く ft'i'I'I:¥i'Jしも

7 H月-m品e(lOYRG/自)料jl二~シ Jl.-I

50cm 

〔規模J は300cmをこえるものと推測される。

第 8図 SI01竪穴住居跡石間炉実測図

は、確認凶iまでは24~'30cmである

が、調査境界で表土から土層観察が可能であった。それによると、掘り込み面はN層上阪で

あり、壁高は40~50cmで、ある。

〔床面・柱穴〕 床山A は、特にi古!く踏みしめられた形跡は認められなし iO 床面の標高は、
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9図 SI01竪宍住居跡実灘間
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第 2長1'j 検IU;I出品と I:U..:I二遺物

1. 院もら色'JI!Yl1L/l)シノLト。 J也LLJ:lli.少人。

しまり、き[Ii性ムリ

!，I，¥il.j(!;.( lOY ]{2i3)ンルト J出LL11:1、 })U凶勿

少Jtt~lL人 η しまりあり「

乃 に w~;1.寸ltfrt色11υY]{5/4)ンルト~紡ごl二 Jえ

fL~PJ) Jr':!jl:71L人しまりあり t

，1 児尚色(l()YR:o必 I(ゆ1去をたむーし 1)わ11

IIjけよj色(10YIB/:，)ンノc1.， J也111料を少含

むハ しまiりj、 f村"出什川'i片引!i'l"ピけげ!↑f竹lドず

Iiに=_;ぶ白にb茂潟め色(け](jYH 5/匂ン f叫Iiト、計パ仲Ii伐禁を

を含む L亡仁川、 半，1，1'1二才】 1)

rg色(lOYFt4/4)ンJl ト~百歩行 J也ILIキ¥L少!!I注t

人。 しまり、1'，Ii'lt共に羽い。

にゼ、主!tf~~ 色(j(l Y R5/5)〆ノLト。 Jtlll1Jフロ

ク多く含む。しまり:i~1 <、もII'Et~J~j いれ

:.J. tll_tお色(1())'!{ G/L));~;m {1J' 、.ItJl. 1111 ，'!少益、

h l: a.~ 人乙 L ま t) ~j~j ど も1;'1'1:民L、

i ~:1 1¥41士1}q~-m~ぅJ 乙

水糸レべ}[_.: 76.200111 
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第 2節検出遺構と出土遺物
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第10図 SI03竪宍住居跡実測図

76.0m 前後である。柱穴は、 5ヵ所検出されたが、 P1は主柱穴の可能性がある。

〔付属施設〕 炉又は石1;1っ|炉等は、調査が可能な範聞からは検出されなかったけ

ひきru_:_の状況:1 5及び 7)詞Iニドに大きい iJ棄を多量に含むことから、人為的な堆績の H]"能1'*が

ある

〔出--+-:造物〕 トー器Jt8点、石器 1点が出 1--した。 L器片は小破片品で、あることから、長IJJ

器 1点を婦載した) 76は、版画の一一1H~絃に調整を施し、直線的な刃部をつくり出している。

石質は、子〔岩である

[n寺期〕 出士恥した土器片は、薄子で焼成がいいことから、縄文後Wjと推測されるひこのこ

とから、木住居跡の時期もー応後期と考えられる。

S 104緊穴住居跡(員~ll • 26・28凶、|三i版 3) 

〔検出位置。検出状況:1 L T52・53、MA52グリッド地LLr面でプランを検出したり確認出

で多量の{擦を検出している。南東1.5mにS103が位置する。

〔平面及びq;jjr面の形態〕 ほとんどの部分が調査区外にかかっており、実際に調査できたの

-19 
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第11図 SI04竪穴性患跡実j則図

は一部分である。したがって、平由形は明確でないが、橋円形ないしは間丸方形と推測され

る。 Ij~í 財形は、鍋底状と推測される

〔規模〕 調査境界、すなわち北開一南東方向で375cmで、ある。確認、面から床面までの採さ

は、 6~17cm、であるが、調査境界で、表土から土層観察が可能であったハそれによると、担

り込み而は N層上田であり、自主 i士i は35~40cmである。

〔床面色村穴〕 床而は、特に回くしまった部分は認められなかった。 床面の標高は、 76.2

ml~íI後で、ある。柱穴は、 5 ヵ所検出されたの第11閣に付した数は、床而からの深さを

している。

〔付属施設〕 炉等は、調査可能な範囲からは検出されなかった日

このiK配J 2 P長1に分けられた。 1J習中に礁を多量に含む特徴があるり

遺物〕 二!::器 6点を燭載した。 4は、深鉢胸部!日i三から底部にかけてのものであるシ

上げ肢の底部から急な角度で直線的に立ち 1:がり、その後内湾ぎみに緩いカーブを描きなが

ら開く器形である。文様は、 LR結節回転文が施されている。火熱を受けた痕跡があり、内

面に煤状炭化物が付着している。氏径10.8cm、現有高19cmである。 13・16も同一1@!体と

われる。 14 ・ 15 ・ 35は、 1-1 縁が波状を呈する深鉢形二i二器の I~J 縁部と底部である。仁!縁部は、

20 



第 2節検出遺構と出土遺物
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第12函 割合4竪穴イ主麗跡遺物出土状況

折り返し口縁となっており無文、そのドにRL縄文が施されている。底部は、上げ底となっ

ている。火熱を受けた痕跡が認、められる。

[1時期J 1+1士漬物から、後期と推測される。

S 1 15竪穴住患跡(第13• 14・25・26• 28・30・31問、関版 3 • 4 ) 

立i註@検出状況J IVIC45 46、IVID45• 46グリヅドでW屑を掘り下げ1-1-1、黒色 1:-.1-1-1

に帯状に傑群が認められた。[療を残し地111出で精査したところ、正確なプランを検出したu

〔平面形@断面形〕 平田形は楕円形と推測され、 i析崩形は鍋底形である。

〔規模〕 長lWb方向の推定規模550----.560cm。短輯i方向が約480cmで、ある。壁高は、 55cm前

後であるの

〔床面 e 柱穴〕 床而には、南側のを除いて同li聞が認められる。また、地山に含まれ

る際が語出し、ゴツゴヅしている口床聞の標高は、 75m前後である。

柱穴は、 16 ヵ所検IH されたが、位置関係から P1~P8 が主柱穴と推測される。

〔付属施設〕 ほぼ中央部に地床炉、北東壁際に貯蔵穴と思われる落ち込み (P9)を検出

した口 P9は、 57x 65cm、深さ19cmの規模で、ある円

また、地床炉の北側約 1mのところに長さ60cm、1111官35cmの偏平な自然、石が検出された。

-21 



第 4章調査の記録

床面から約 5cm浮いているが、ほぼ水平の位置を保っている。加工された痕跡はなく、用

途は不明である。

検出状況の項で述べた帯状の礁群は、竪穴住居跡のまわりを間むようにあることから、い

わゆる周堤と推測される。幅は、1.5m ~íI後である。

〔埋土の状況〕 表土から観察ができ、 4層に分けられた。観察の結果、掘り込み面はN}習

中であることがわかった。

土遺物J 8は、小型の鉢形土器である。 径の最も小さい氏部から少し外に張り山すよ

うに立ち上がり、胴音I~上半に張り出しのピークを有する。 主目、部がくびれ、大きく開し 1て1I縁

に達する。口縁部の径が最大で、 5単位の波状を呈する。仁i縁内面に沿って粘十軒rをfll1iり付

け、肥厚した口唇部を形づくっている。文様は、波状口縁に沿って刻白文が 2列あり、その

ドの無文部をはさみ顕部に同様の文様が施されている。腕部には、地文にRLの縄文を施文

したのち、沈線により 2 単位のクランク状の文様を l~Îき区回線内側の縄文を消している。

器高14.3cm、口径15.5cm、民径4.6cmである口外面ーに火を受けた痕跡があり、内面に煤状

炭化物が付着している。 6は、注口土器の口縁から頭部にかけてのものである。半球状の頭

部から直線的に開き仁i縁部に述:する。 1IJKにおlj-1てをつまみ上げたような突起が 4単位認めら

れ、それに対応するように鎖部にも突起がつけられる。突起りこは刻日文が施されている。

刻白文のi新聞は、 V字状に近いものである。同様の文様は、仁i縁部、頭部、口縁自I~ と頚部の

日に指されているの色調 外商及び 1-1縁部内面はよく研磨されている。現有高

7.5cm、日{宅約 8cmである。 18は、胴部の岐片ーであり、胎上及び色制から|司一個体とjtわ

れる。引士、住居跡南西昭際から出土した注口土器胴部[~六手のものである c ， tLn 百f\は本音I~か

ら失われており、その部分にアスフアルトが付着している。 注 1-1 音I~を入れて 4 単位になるよ

うにfii士が貼り付けられてし、た浜跡がi認められる。文様は、羽状縄文を施文した後、沈:仰に

より 4単位の三叉;伏文を施しその中の縄文を!容消している色調はにぶい黄燈色、最大任

15.5cmて、ある。内部には、粘土のlf!j命積み痕が明瞭に喋っている。 7は、埋 j二rl:-Jから出土し

た!点在日で、ある。 1l¥f;節 (L) の縄文が施されている。外r(Iiは、')くを受けた浜跡があり、保状の

炭化物の付着が認められる。底部は育子上げ氏になっており、色調はにぶい赤褐色である。

底部の任は、約4.8cmである。 19・20は、北西壁の近くから出土した注口士器の破Jcj-で、あるo

j主口部が基部から破損しており、そこにアスフアルトが付着しているつ他の庄n:-l-~器に ll::If喧

し、厚手につくられている。

石器は、景IJ片石器 5点、際石器 1点の合計 6点が出Jこした。!Jj二!こ位震は、いずれも

である。斜片石器は、スクレーパーとしてとらえられるものである。刃部を長IJJt-の側縁に有

するもの (78~80) と端部に有するものがある (77 ・ 81) 79は、 JJ毎回と背面の両面に調整

22 
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第14呂田 15竪穴住居跡地床炉実測図

第 2節 検出遺携と出イて遺物

、i'初
v凡

-・・・・焼土

-・・ υ ・焼土十カーボン
(黒構想土)

…・カーボン十士也山

(暗嵩怠土)

B 

を行っているら 77は、厚みのあるJtIJ)¥ 刃部を設けるため、バルブのある A端を利

!日している。{諜fi器 (82) は、(則的iにり i古iが認められる。

C II;J:JtJ]J 出 1--遺物から縄文後期rtl葉又はそれ以降と推測される 'J

S i 16霊穴住屠跡(第15• 16 • 26 • 28 • 29[~1、図版 5 ) 

〔検出位置 e 検出状況J l¥!ID判、 ME43• 44グ i) ソド地山i古iで、フランを検出した。確認面

では、人頭大の~棄が多量に認められたっ

〔平田及び断面の形態〕 プランの半分以上が調査区外にある。したがって、

能であった部分から推測すると、平面形は惰円形になるものと思われる。並行面の形態は、鍋

底~犬である。

〔規模〕 長期1!;]II'ijで、の現有長約300cm、短軸方向での現有長440cmで、ある

側で;80cm、南東側で、43cmで、ある。

〔床面 e 柱穴〕 床面には多少の r~~凸が認められ、特に回い面は観察されなかった。床面の

は、北西

は、 74.3mで、ある。床i出から数cmから 8cm浮いた状態で炭化材、焼土を検出した。

に
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第16呂 511奇襲穴f主屠跡遺物出土状況臨

柱穴は、 5ヵ所検出したが、 P3、P4、P6が七十二i二六の寸官を構成するものと思われる。

〔付属施設〕 調主境界のほぼ中央に地床炉、 P3とP4の間に貯蔵穴と忠われる P2を検

出した。 P2の規模は、 76x116cmである。

〔土II1-tの状況J 6、 7層は、|二i然堆積の可能件ーがあるが、 1 ----.3)習は人頭大の1傑や焼土、

炭化物の混入が認められ、人為堆積が推測される。 3層i:.!.1で検出された炭化材が床面よりも

少しj手し 1た状態であることから、住居が{吏われなくなり周囲から土が流入した段階で、

していた住居のJ寸料を燃やしたものと忠われる。

〔出上遺物J 5 は、日|司音[~下半に RL組一文が施された 11支部で、あるひ方向は、斜位方向で

ある。施文範Vllは全面ではなく、底部から 4ないし 5cmの範[I:tfについては無文である υ 火

熱を受けた痕跡があり、内面に煤状炭化物の付着が認められる。 武部は、やや上げ底となっ

ている。現有高8.6cm、底部の推定径11.5cmである。 23~28 ・ 34は、深鉢形土器の口縁部

ウ

i
り
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与14京調査の記録

である。 23• 24は、やや細い原体が用いられ、暦消縄文の手法が認められる。 25は、無節

(R)縄文が地文に用いられ、波状 1=1縁に沿って 2条の沈線が巡っている。 34は、 31• 32と

同一個体と思われ、 3ないし 4本でー単位の沈線が縦横にヲ|かれている。内面には、横又は

斜め方向の荒い調整痕が認められる。なお、同一個体の土器は、 SK30t1hl土仁!こ1からも出土し

ている (61) 0 22・29は、壷形土器の口縁部である。仁i縁部が大きく開く器形であり、 29は

橋状把手が付けられている。 30は、壷形土器の頭部から!阿部にかけてのものであるつ 37は、

地文にRL縄文をま~I め方向に回転施文;する際、縄の閉じた端を少し山げて純文したものと思

われる。 H白土に砂粒を多く含み、厚手で焼成は悪し'072は、)底部付近に 2条の沈線を施文し

た資料であり、上げ1底となっている。

33は、円盤状土製品で、ある。

石器は、埋土中から 2点目i二i二した。 J!皇居の{WJ縁に調整を行って刃部をつくり出している

(83 • 85)。

〔時期〕 出土遺物から、縄文後期前葉と推測されるが、理土の状況及びU~\ 土遺物の，1-1 に若

1様相のものも含まれることから、 J11 J明まで遡る可能性もあるつ

S 117竪穴住居跡(第17• 27 • 29図、図版 5) 

〔検出位置 a 検出状況J J¥;lE 45 • 46、MF45.46グ 1) ノドI也山i自iでプランを倫11¥したJ

〔平面及び澗の形態〕 プランの半分近くが調査区外にかかっており、調査可能だった部

分のプランから推測すると、北東一市四方向にJ乏4411をもっ惰円形と思われる円 l新!企j}lヲは、鍋

底;1丈である口

〔規隈〕 長軸 }JI~IJ の現有長275cm、短I!îfIJ方向490cmで、あるにi 北西側壁高は、 50cmをこえ

る。

〔床而@柱穴J 11Vr函館~~祭の結果、がとわれる焼土が上下 2 面あることがわかったコミlí 初、

を炉として使用し、のちに貼一り床をして石1tJ=l炉(焼 LB)を使用したものと忠われる。

斗
1
小床

l
「f
e

口

μ目ハ を含む北西側に施されている。また、市{flUの床面から 5ないし 6cm浮い

た状態で土、炭化材を検出していることから、 S116と同様の状況が考えられる。

〔付属施設〕 炉A、Bが、住居のほぼ中央部から検出されている心力 iAの周囲に石の抜き

取り痕等が認められなかったことから、石間炉の可能性はないものと忠われる。

〔埋+の状況J 6層に分けられ、 4層と 5層は人為的な堆棋と考えられる

〔出 i二j毒物J 9は、小型の深鉢形土器の胸部下半から底部にかけてのものである。底部近

くにLR縄文を施し、その上端を 1条の沈線により広函iしている。色調は[1音赤褐色、火熱を

受けた痕跡が認められる o 41 • 47は、壷形土器の口縁部と!阿部である。 2条ないし 3条の沈

線を単位として文様が構成されるようであるが、詳細は不明である。 43~45は、深鉢形土器
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第 2節検出遺構と出土遺物

の口縁部から胴部にかけてのものである。横走する細い沈線上に粘土による嬬状の鮎り付け

を行っている。色調は黒色から黒褐色、胎土に細砂粒を多く含む。 46は、磨消し縄文手法の

土器である。 42も同様の手法の土器であるが、沈線の一部が刺突に置換えられている。いず

れも色調は黒褐色、 H台上に細砂粒を多く含む。 48• 49は、網目状撚糸文が施された腕部の資

料、 39.40は無文の口縁部資料である。 40には火熱を受けた痕跡が認められる。

〔時期〕 出土遺物から、縄文後期 l~l=l葉~後葉と推測される。

( :3 ) 

ここで立石遺構としたのは、ピット状の掘り込みを行い、縦長の自然石を据えた遺構である。

調査Kからは、 1基検出された。

G主

一一一ト;=76.200m 

SI 01 

l. ，l，l，;f.ゐ luYILj，/:::j::'- ]- 1也111i:i、hll111フ口 7 

18図 SZ1ヰ

( 4 ) 

S Z 14立石遺構(第18図、図版 6) 

〔検出位置・検出状況J MA49グリッドW層

中で立石を検出し、地山面を精査したところ、

石を据えるためと思われるピット状のプランを

確認した口 S101の!有内壁にほぼ接するような

位置にある。

〔平出及び断面iの形態J 1=1を据えるために掘っ

たピット状の掘り込みの平面形はILJI杉に近く、

断面形は逆台形である。

〔規模〕 ピソト状の掘り込みの規模は、任30

cm、確認、面からの深さ 20~25cmである') 1'1然

石は、長さ約40cm、JjJ高約20cmで、あり、地山田ー

からわーの頂吉1¥まーで、は約25cmある九

u主士:の状況〕 士山立、同ブ iコックが含まれ

ていることから、人為的な.1W積ーで、あることが窺

われる。

合計25基が検出された。その分布は大きく 2つのまとまりに分かれ、偏りがある。ひとつは、

際高75.8~76.0mの S 101竪穴居跡周辺(a 地点とする)であり、ひとつは標高74.2~74.8

mのI十lf11沢を臨む有地縁(b 地点とする)である臼

調査区は、 11届10数mという非常に限られた範囲で、あるが、以上のような日で調査区を見ると、

竪穴住居跡にもその傾向が窺われる。このことは、土坑が竪穴住居跡と密岐に関係していると

みることも可能である
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第4章調査の記録

① a 地点の土坑

S K07土坑(第19• 29図)

〔検出位置@検出状況J MC49グリソド地山部でプランを検出した。

〔平面及び断面の形態〕 北東一南西方向に長軸有する構円形に近い。断面形は盟状で、ある。

〔規模〕 長軸158cm、短軸120cm、確認聞からの深さ 40cm~íI後で、ある。

〔底部の状況〕 地I-Lrに含まれる礁が露出しており、凹凸が著しい。

〔埋士の状況J 20cm大の燥が多く れており、人為的な堆積の可能性がある。

〔出土遺物〕 土器片50数点、石器2点が出土した。土器は、ほとんどが無文であることら、

口縁部の資料を中心に渇載した。 53は、深鉢形土器の口縁部であり、波状を果するものであ

る。内面に煤状炭化物が付着している。

S K08土坑(第四図)

〔検出位置 e 検出状況J MC49・50グリッド地山面でプランを検出した。当初、円形だと

思われたプランは、掘っていくうちにどんどん北西側にひろがり長方形プランであることが

明らかになった。このため、土層i新聞の一部を記録することができなかった。

西側に倒木痕があり、本遺構が若干の撹乱を受けている。

〔平面及び断面の形態〕 平I財形は長方形、断面形は鍋底状である口

〔規模〕 長辺200cm、知辺120cm、確認面からの深さ40-------45cmで、ある

c1氏雨の状況〕 ほぽ平坦であるが、北西側に緩く傾斜しているり

〔均 1:の状況〕 埋よの大部分を， fj める 1~3 層には、炭化物が合まれている。また、

注記にはないが、礁の混入も 2層を中心に 1::1

[/+¥土遺物〕 士一22片が 5点11¥士した。し 1ずれも胸部の資料であるが、すべて無文であるの

S K09土坑(第四図)

〔検出位置 e 検出状剖J 1vlB 48グリソド地[111主jでプランを検出した。

〔平面及び!主}r1百の形態J ::ItitlUから北東部jにかけて掘りすぎてしまったが、子U'lI形は市北 )j

j討に長q~hを有する情 I:J~JJf:;である与断的i形は、鍋底;伏で、ある。

〔規模〕 長南h方向104cm、短IIItlJfj向80cm、経認面からの深さ 15----20cmで:ある。

〔底面の状況〕 底活iに認められる小ピァト状のものは、木の根によるものと忠われる。そ

れを考慮すると、ほぼ平坦であったと推測される。

[J:虫土の状況〕 黒褐色系の土が主体であり、探をやや多く台む。

〔出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

S Kl0土坑(第201君、図版 6) 

〔検出位置・検出状況J MA48グリッドj世山両でプランを確認した。
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第2節検出遺構と山上遺物

⑧ SK 09 
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第4京調査の記録
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第 2i布検出遺構と出土遺物

〔平面及び断面の形態〕 平面形は円形、断面形は東側の壁の一部の立ち上がりがやや急で

あるが、それを除くと皿状である。

〔規模〕 径100cm前後、確認、両からの深さは10~15cmである。

〔底面の状況〕 底部は、多少の凹凸はあるものの、ほぼ平坦で、ある。

〔埋土の状況〕 東側の壁際に黄褐色砂の堆積が認められるほかは、燥を 含む黒褐色

士が占めている。

遺物は、 ii¥よしなかった。

S Kl1土坑(第20図)

@検出状況J MB49グリッド地山市[でプラ γを検出した。 SK09から約 1m北

西側に位置する。

〔平面及び断面の形態〕 南東側は少し掘りすぎているが、 に長軸を有する

情円形と思われる。断面形は、逆台形状である。

[:規模〕 長宅11方向90cm、短市11j)}1句約60cm、確認面からの深さ20cm前後である。

[1点の状況〕 北東側は揖りすぎており、小ピット状の落ち込みは、木根によるものと

われる

〔埋土の;1犬訓〕 地山粒がブロック状、あるいは層をなすように混入していることから、埋

められたものと推測される

〔出土遺物〕 遺物は、 111
1土しなかった。

S K 12土坑(第20図、図版 6)

〔検出位置@検出状況J IVIA50グリソド地山両でプランを検出したo 1l!J~丸方形の S I01の

西コーナ一部分と重複している，) /4，~遺構が、 S I01を切ってつくられている。

〔子而及び断而の形態〕 干而形は、ほぼ東問にj三j立を有する fi~jL方形 lこ近 lt'o 断面形は、

鍋底状であるが、西側の壁はオーバーハングしている。

〔規慎〕 長i!l 135cm、短辺106cl11、 11軒忍 IflÎからの深さ 23-~27cmで、あるコ

〔底面の状況〕 ノj、ピット:伏の落ち込みが認められるが、本遺構に伴うものか不明である。

〔埋土の状況〕 黒字品色 i二が多く堆積しており、 2層が硬質であるのに対し、最後に堆積し

た 1胞のしまりが悪い。

日UL:遺物] IJ同点目の破片 2点がIIII_J:したが、無文である。

S K 13土坑(第20lZlJ

〔検出位置@検出状況J L T50グリッド地LU面でプランを検出した。

〔平岡及び断面の形態〕 平面形は、北西一南東方向に長IMlを有する惰円形である。 断面形

は、逆三角形状であるが、ほぼ中央の最深部が木根によるものとすると、本来は逆台形状で
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第4章調査の記録

あったと忠われる。

〔規模〕 長軸方向108cm、短軸方向91cm、確認面からの深さは10---18cmで、ある。なお、

中央部の最深部は38cmである。

〔底面の状況〕 ほぼ中央の最も深い部分は、図で表現した以 Hこ凹凸が著しく、木根によ

る撹乱と推測される。

〔埋土の状況J 3層の入り j了から、木根による可能性が高いと忠われる。

CI1¥土遺物〕 遺物は、1-1¥1:-.しなかった。

S K34土坑(第20図)

@検出状況J MB50、lVIC50グリッド地山n]でプランを検出した。 SB33のよ

うな掘立柱建物跡を構成する柱穴の可能性もあるが、調査範囲外にフランの半分近くがあり

全体が不明であることから、土坑として抱載したの

〔平面及び断面の形態〕 前述のように、全体のプランが不明であることから、調査が可能

だった部分からiド[IIi形を推測するほかないが、整った形で、はないようである。 断面)肢は、lIIl

状に推移した後中央部がもう一段鍋底状に落ち込む。

〔規棋〕 調査境界線上でのよ去さが159cm、保さが84cm前後である什

〔民国の状況〕 巾央部合が若干高くなるようであるが、全体に干上日ーである。

〔埋上の状況〕 黒褐色上を主体とし掘り込み面はW層 L面と推測される L

〔出土遺物J )阿部の破Jt6点が出 1~し♂たが、無文のものであったJ

S K36土坑(第21凶)

・検出状況J MA/19、MBtl9グリッド地山間でプランを検IHした口 S101の市

コーナー付近において切り台い関係にある。本泣構が、 S101を切ってつくられている。

丘i及び断IIliの-形態〕 平而形は南 [~tí 北東如何に長lI111Jを布ーする栢IJHI1に近く、IiDrl市Mは

逆二角形状である。

〔規慎〕 長軸hlムJ122cm、)丘病11)jP'iJ96cm、確認、出からの r:t~ さ 50cmであるり

CJJま面の状況J '1勺I~. な rÍIÎは認められないが、平である-'、木根による慌乱を受けて

いるこJ 南丙側は、かなり掘りすぎてしつまった。

〔埋土の状況J 5)習に分けられた。第 5屑は、壁の崩落したものと推測される。

CIH 上遺4?oJ 遺物は、 11)1上しなかった。

S K37土坑(第21図)

〔検出位置@検出状況J L T50グリッド地山面でプランを検出したり

〔平岡及び断面の形態〕 平面形は不整円形、断面形は逆台形である。

〔規模J 71 x78cm、確認而からの深さ17cmで、ある。
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第4章調査の記録

〔底面の状況〕 多少の凹凸が認められる。

(:埋土の状況J 2 J習に分けられた。いずれも黒色系の土であり、第 2層中には擦の混入が

認められる。

〔出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

S K38土坑(第21図)

〔検出位置@検出状況J MC49. 50グリッド地山而でプランを検出した。プランの半分近

くが調査範lftl外にある。南東側上高I~は、撹乱を受けて立ち Lがりの ιEが失われている?

〔平田及び断面の形態〕 平面形は、円形ないしは惰円形と推測される。 1新師形は、逆台形

である。

〔規模〕 境界線 iコで、の径が82cm、深さ約26cmである。

〔民面の状況〕 北西から南東に向かつて幾分傾斜しているが、ほぽ平坦である。

〔埋土の状況〕 掘り込み面は、耕作(1層)により上部に撹乱を受けていることを

ると、 N層中と推測される心 理土は、 3層に分けられ、 1及び2層中に炭化物を

〔出 L遺物〕 遺物は、 11¥士しなかっ

① b地点の!っ坑

S K19土坑(第21図、 1$<1版 7) 

e 検出状況J lVIF 45グリッド地山田でプランを検出した。

〔平面及び断面の形態〕 平面}肢はli高丸}j形に近いが、整った jj形ではなく市西側に張り出

しを有するような形状とみることもできる(1 I~Vr r剖形は、鍋民状である。

100 x 1l8cm、{確認雨からの深さ 15-----20cmで、ある。

〔底面の状;兄〕 氏市には、木根によるものと忠わ;れる胆i凸が認められる。

の状況J 3)習に分けられたが、 2ないし 3層はしまりに欠け、木根による撹乱の IIJ

能性が高い。

〔山 1:遺物J -1て器片(月前六ID 6点が出上したが、知文のものであった。

S K21土坑(第21図)

〔絵出位置・検出状況J MF45クリソド地山面でプランを確認した。 SK19~~1二坑の東隣に

る。

(平田及び!折而の形態〕 検出梢円形と忠われたが、北側のプランが広がり不!整形となっ

た円断面は鍋底状であるが、北西側に緩い段を有する。

〔規模J 105 x 155cm、確認からの深さ 10-----13cmで、ある。

〔底面の状況〕 底面は、平:I:l-:l_でなくjI~1凸が認められる。

〔埋土の状況J 3 J習に分けられた。 1層の入り方にやや不自然、な点が認められるが、別遺

38 



第2節検出遺構と出土造物

構と断定するような資料は得られなかった。

〔出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

S K22土坑(第22図)

@検出状況J MF45グリソド地山面で礁のまとまりとともにプランを検出した。

プランの半分以上は、調査区外にあり、調査ができたのは内部にすぎない。このため、

とSK (士坑)として記載した。

〔平市及び断面の形態〕 方形芸調であるが、企体の形状は不明である。 断面形も逆台形;[え

であるが、一部深くなる。

〔規模〕 調査境界!二で278cm、深さは24~53cmである。

〔底|屈の状況〕 木根によるものと思われるピット状の撹乱は認められるが、ほぼ平坦であ

る。ただ、 P1としたものは、本遺構に伴う柱穴の可能性がある。底面からの深さは、約20

cmである。

〔埋土の状況〕 十j胃断面をみると II層が本遺構にのっていることから、掘り込み面はIIIな

いしW)曹ということになる。

CI-H士遺物〕 土器片(I阿部) 2点が出土したの

S K23 . 24 .25土坑(第22図)

〔検出位置・検山状況J MF44グリッド地山市iでプランを検出しfこ。 SK23と24、SK24 

と25はそれぞれ重複している。

〔半面及びi析出ーの形態〕 ヂI雨形は、 23、24が楕IIJ形に近く、 25は不整形である。断面は、

{可れも逆台形と思われる。

〔ノ規模J S K23は、長期h76cm、短串l!55cm、確認出からの深さ約12cmであるり

S K24は、長軸86cm、!:¥I軸57cm、確認由ーからの深さ 8~llcmで、ある

S K25は、 81x 100cm、確認面からの深さ 18~24cmで、ある。

CJ.氏i亙の状況J S K24vこ木Hえによるものと忠われるピット状の落ち込みが認められるほか、

ほぼ平j且である

二の状況J I~Ðr I立iの観察から、 SK24が23及び25に切られており、 SK24が 3基の i二坑

のうち最も古い時期のものと推測される。

SK23、SK25埋上から土器片がH:1上したが、小破片のため侶載できなかっ

斗一"/._。

S K26土坑(第22図、 IZl版 7) 

〔検出位置・検出状況J MF44グリッド地山伯jでプランを検出した。 S116の東側約 1m

に位置する。
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第 2節検出遺構と出土遺物

〔平田及び!主!r面の形態〕 平面形は、やや歪みはあるものの円形である。断面形は、鍋底状

である。

〔規模J 100 x 113cm、確認関からの深さ 24~27cmで、ある。

〔底面の状態〕 ほぼ平坦であるが、北側は比較的緩く傾斜したのちほぼ垂直の立ち上がり

へと移行してし可く。

〔士里土の状況J 3層に分けられ、 1層i十1に長さ 15cm又は25cmの礁を含むO

〔jii士造物〕 十A器片()jliiJ 1m ) 1点がj11上した。

S K27土坑(第22図)

〔検出依置・検出状況J MF  43.44グリ、ソド地山雨でプランを検出した。

〔平聞及び断面の形態〕 平面形は、情円形に近い。佐!r而形は、逆台形状である。

〔規模〕 長軸方向105cm、短ll~h 方向78cm、深さ 19------22cmである。

[1氏而の状況〕 かなり掘りすぎてしまい、本来の底面とは異なってしまった。本来の底面

は、ゆるく波をうつような状態だったと推測される

〔土用土の状況J 2陪Ivこ分けられ、 2問中には礁を含む特徴がある

CII11 1こj立物J 物は、 1+11--しなかったっ

S K28土坑(第231珂)

〔検出{立[宣@検LB状況J IvIE45グ1) ソド地山而でプランを検出したり

〔干面及びW{rl子IIの形態〕 平面形は不整形、断面形は皿状であるり

〔規模J rti北方向118cm、東i可}JIIiJl16cm、確古iからの深さ 15cm前後である

〔底聞の状況〕 地山に合まれる燥が露出しているところも若 i二認めれるが、ほほ平士11ーであ

/~ 0 

〔がH+の状況J 2併に分けられたコ第 1層rl:::jには炭が含まれている。

ひu土遺物J 物は、出上しなかった。

S K30土坑(第23• 29 • 31問、図版 7) 

Clí)~山位置 e 倹 11l状況J J¥1E 45グリソド地IJI面でプランを検出した。 S116の北約 1mに

る。

〔平面及び断面の形態〕 平面形はやや歪な円形、断面形は鍋底状であるの

〔出模J 115 x 127cm、 fí綜芝、面からの f認さ 35~40cmで、ある。

CJ点画iの状配) あげ!底状に1+1央部がi吉iくなっており、地IJIに含まれる礁が多数露出してい

る。

[:1:ffi土の状況J 31留に分けられ、 1)国と 3屑に燥を含む特徴がある。

CLU土遺物〕 士器Jt30点、 1点が出土した。土器については、地文のみのもの又は無
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第 4章調査の記操

文のものが多く、掲載できたのは一部にすぎない。 55・56は、仁i縁部の資料である。いずれ

も波状口縁の土器であり、 55の口縁端は強く外反している。 57は、刻目文と磨消し手法が施

された頚部の資料で、ある。 60は、 57と同イ国体と思われる。 61は、 S116竪穴住居跡出土の

31 • 32 • 34と同一個体と考えられる。

石器は、 87の磨製石斧である。中央部あたりから折損しているo

S K F35フラスコ状土坑(第23凶)

〔検出位置。検出状況J S D18蒋状遺構を調査中、十会屑観察の際にその存在が明らかになっ

た。検出位置は、 MD44• 45グリッドである。プランの半分近くが調査範囲外にある。また、

S D18溝状遺構に切られている。

〔平面及び断面の形態〕 平面形は円形と推測され、断面形はフラスコ状である。

〔規模〕 推定iご!径60cm、深さ約65cmで、ある。

〔底面の状況〕 ほぼ平坦であり、調査が可能で、あった範囲からはピット等は検出されなかっ

fこ口

+~の状況J 6層に分けられ、

とんどなかったものと推測される。

〔出_+-_遺物〕 遺物は、出土しなかった。

S K39土坑(第231~1)

一I-_で、市められていることから、暗閣の崩落がほ

e 検出状況J MF43グリッド地111面でプランを検出した。中山沢に臨む斜而の

口に位置し、地山は南東側に緩く傾斜している

〔半l白i及び断面の形態〕 東問にやや長い不整円形であり、断面は南側立ち kりが失われて

いるが、鍋底状と推測される円

〔規模] )ヒ東一甫西向100cm、それと る方向80cm、確認面からの深さ 10~13cm

である

〔氏の状況〕 ほぼ平j旦である

〔即時土の状況〕 プラン確認i侍に上部を削ったため、 1 )討を認めるに留まったυ

CI十トi二遺物J 遺物は、出土しなかったC

S K40土坑(第23図)

〔検出位置@検出状況〕

り、すべての遺構の

〔平面及び断面の形態〕

しく、不整形である。

MF43~グリッド地山面でプランを検出した。 S K39の市隣りにあ

も巾rJjれよりに位置する o

北東 南四方向に長軸を有する楕円形に近く、 I~括的B肢は凹凸が著

〔規模〕 長期11方向116cm、短i地方向80cm、確認面からの深さ 7~18cmで、ある。
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第4章調査の記録

〔底面の状況〕

〔埋土の状況〕

〔出土遺物〕

断面形の項で述べたように、凹凸が著しい。

炭化物を含む黒褐色三|二 1層であるが、燥をやや多く含む。

遺物は、出!二しなかった。

S K42土坑(第23図)

〔検出位置@検出状況J S D18溝状遺構を調査中にME47グリソドで検出した。本遺構の

存在に気がついたのは、完掘の状態になってからであった。したがって、土層断面図を指載

することができなかっ

〔平面及び断面の形態〕 平面形は円形、断面形は逆台形と推測される。

〔規模〕 推定詰90cm、確認面からの深さ 57~'63cmで、ある。

〔底面の状況〕 ほぼ平坦で、中央部が少しくぼんでいる。

〔出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

2. 時期不明

時期不明とした遺構としては、 ]条がある。士層観察の結果、掘りこみ 少
)

した大湯17・石を含む)習の上面に認められたりしたがって、平安時代以降の時期が考えられる。

しかし、時JtHを特定することができないことから、時期不明として崎載したり

S 018溝状遺構(第24• 29f司、図版 8) 

〔検出位置@検出状況J 1¥1D45 • 46、1¥11E 45 • 46 • 47グリッドN層r!1において人頭大の燥

を多数検出したのち、地山面で持ー状のプランを検出した。

〔平面及びi折田の形態〕 平田i形は、北京一南西方向に調査Kを償切るように帯状を弔して

いる。断lujjf;は、丈〉くは逆三角形と推測されるがも壁面の崩落あるいは侵食により、場

所によっては長状となっている口

〔規模〕 調査が可能で、あった溝の長さは11m20cmである η 幅は、北東で200cm前後と広

く、南西になるにしfこがし吐OOcm~Íj授と挟くなり、調査度界に近くなると 150cm とrJ]:び)よく

なる傾向がある。ヰ;遺構は、 III層上面から掘り込まれているものと推測されるが、その断か

らの深さは150~190cmになる。

CI.底の状況J J氏面の地rJI (土、粘土というよりはむしろ砂 e 擦を多く ものであり、い

たるところに燥が露出してゴツゴツしている。

ひ型土の状況〕 地111粒又は軽石粒を 黒褐色の上が大半を，~i めているが、底Ll'Ij

i 2í:I~ 分やりさ際には地山の品j混とわれる褐色土が認められる心

〔出土遺物〕 仁1縁部破片18点、腕部破片170点余り、底部破片11点が出土したが、小破片

ないしは無文のものが多く、帰載したのは11点である。 62~65は、 IJ 縁部岐)1である。沈線

が引かれるもの (62) 、沈線開に1節目状の文様が施されるもの (64) 、 r~1 縁直下に縄の側面

-44-
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第 3節遺構外出土遺物

圧痕が行われるもの (63• 65)がある。なお、 63と65は同一個体と思われる。また、 64及び

63・65の口縁は、波状になるようである。いずれも胎土に砂粒を含み、焼成は良好である。

66~69 ・ 71は、腕部破片である口いずれも沈線により文様が構成されている。 68 と 71は沈線

開に縄文が充填され、 66は壷形土器と忠われるが、 64同様f節目状の文様が施されている。 70

は、底部の資料であり、器形は底部の張りがやや強いものである。

第 3節遺構外出土遺物

遺構外出土の遺物は、 !二器、 1-:製品、石認に大別される。以下に個々の遺物について述べて

いきたいの

1. 土器(第32~37図)

出土した土器は、縄文前Jtn・中野j.後期、弥生時代のものであるが、このうち縄文後期が大

部分を占める。

第 I在i:L出 縄文前期及び中間の I~~ ~ir (97・98)

11¥ J二点数が少ないので、本群に!可時期のものをまとめて喝載する。 97は、深鉢形土器の口縁

部である。縄の側面!王痕が施されている。 98も深鉢形士器の 11縁部であり、粘上半fI:貼り付けに

よる降J肝_l:Jこ縄の側面}]~;民を施し、さらに降，貯に沿って縄の側面庄痕を施している。

5fnr群 i二器 縄文後Jtnの L~2i

1類 地文上に沈線で、文様が;施されるもの (88• 108 • 122) 

88は、 RL縄文を胴部上、rまで施文し、r:1 にj光線を施している。器高38.1cm、1-1

27.4cm、!底夜12.8cmで、ある。

2 'fiJ'l 主に沈線により文様が施されるもの (99• 106 • 109 • 116 • 117) 

116は、縦)JI勾に施文した後、横方向に施文している。そして、 iヰび縦hlムjにやや保めの沈

を 1条地文している。

3 J誌 沈線に 1]状の文様が施されるもの (105 118 124 125) 

4類 }套消縄文手法のもの (100• 102~ 104 • 109---， 111 • 113~' 115 • 119~ 121 • 123 • 129 • 

130 • 132~135) 

この中には粘土を際帯状にWiり付ーけたり、沈線をより深く施文することによりまわりの粘上

を降帝状に高めたりして、浮き彫りの効果を高めたものがある (111• 119 • 120)。また、縄

文原体に比較的和iし寸患を用いているものがある (129・130• 132~'135)o 129の仁i縁部には小突

起が付けられ、突起上にはさ|サ実竹管状の工具により刻みが行われている。

5 類刻白文が施されるもの (126~128・131)

-47 
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第 4事: 調査の記録
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第 3節遺構外出土遺物

6類 粘土により熔状の貼り付けが施されるもの (94• 136~ 140) 

94は、壷形土器服部の沈線上に癌状の粘土を 2段に貼り付けている。現有高10cmである。

139は、;主口士器の注仁!基部に施文されている。基部から破断面にかけ、アスフアルトが付着

しているの

7類地文のみのもの又は無文のもの (90.95.141~150) 

90は、無節 CL) が施された小J~I~の上器で、ある。外面に煤状炭化物が付着している。

11留 8Cl11、推定rl1三12.6cmで、ある。 95は、 j土Jj史的!J、さな底部から最大径を有する l-l縁部まで内

湾ぎみに開く深鉢である。 n縁部から腕部下半までLR縄文が施文され、底部近くになり無文

となる。胴部においては、縄文は斜め方向に回転施文されている。火熱を受けた痕跡が認めら

れ、煤状炭化物は外面では口縁部から胴部にかけて観察され、内面では底部付近に観察される。

現有高35cm、口径38.5cmで、ある。原体の側面圧痕が認められるもの(141~143) 、穿孔され

ているもの (152・153)がある。

8 類底部の資料 (89 ・ 91~>93. 157~163) 

器形としては、 JJ主吉1;から自然、に立ち…i一局がるものが多いが、若干張り出すものが認められる

(91・163)

第III群二1:.器 弥生土器 (96・101)

96は、器形がやや特異であること、器厚が縄文後期jの土器にくらべ薄いことなどから、本存(o

に合めたものである凡 1:=1縁古I~ vこ]条の沈線が施された壷形の土器で、あるfJfi土に砂粒を含み、

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)である。 11径10.3cm、現有高28.7cm(図包元)であるハ

101は、 [11形文が連続して施丈されるの

2. 土製品(第37関)

i二製品は、 164. 165の円盤状 J~.製IRiで、ある。

3. 石器(第38~40凶)

( 1 )会1])1-石出

けでなく、表裏の麿減も著しい。

212としてはイi匙が認められ、その他はスクレー/しーとして分頴しfこ不定111石器であるり

(166~169) 縦型 (166~>168) と横型 (169) がある

スクレーパー(170.~178) 腹部端部に調整を行うもの (170)、腹面の両側縁に調整を行

うもの (171~173) 、}j主面の左側縁と端部に調整をうもの (174 ・ 175) 、)j長雨のすべての縁

辺に調整を行うもの (176) 、背 túj及び腹 lújの IfIÚÜ~l]から調!控を行うもの (177 ・ 178) に分けら

れる。

( 2 )磁石器

燐製石斧、石錦、敵石、石皿に分類された。
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第3節遺構外出土遺物

152 )j 
lfQt必I 155 

ME 45 

IV !言

_____-一一¥~-JJJ/} 
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1 E，6 
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MD 4日
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IV J百
IV flii 

ME 46 159 
MB 49 

IV I琶 ME 45 
JV I霞

JV 層

-J  

lvlE 

表1: l'v 

JV h道

第37図遺構外出土土器 (6)

}喜製石斧 (179-----182) ら折れているか、刃部が欠す与などし ものがな

(183) 比較的偏平な礁の長車Ih初白j ほほ中央部にjえし i1:)(りを入れている

l主主七(184) ri:1fl長ぃ偏平なbの端点目に磁}J られるれまfこ、 は山七として

使われた痕跡がみられる仁

石rm(185) 長j互に平行な方向に使用痕が認められる口石賀は、凝灰岩である。
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第 4車: 調査の記録
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第5章まとめ

今回の調査は、 中山沢を臨む台地の、縁辺から台地の奥にかけての細長い範囲が対象で

あった。 遺構は、台地の縁辺に主に検出され、台地の奥側には検出されなかった。第 4

坑の」買において述べたように、台地縁辺に営まれた遺構の分布には偏りが認められ、 aとb、

2地点に分けらJしる。 aとbの間には、地形j二1~1. 8rnの段需が認められる口ちょうど S Il 

5のあたりに段長があり、 b地点のほうが一段低いテラス状となっている。ここでは、 aとb

両地点ごとに検出された遺構について、若干触れてまとめとしたい。

a地点では、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、立;石遺構等が検出されている。竪穴住居跡のうち、

全体を調査できたのは、石間いの複式炉をもっ縄文仁1::1期と考えられるものである。この住居跡

の南西の壁に、ほとんど接するように立石遺構が位置している。

ところで、長野県八ヶ岳山麓の中期の住居跡では、入口を入った一正面に炉があり、その奥に

i';:石を配することが知られている。また、本遺跡の西約 1kmにある本道端遺跡の SI 10及び

S 111の各県穴住居跡においても、炉の近くから-'/:石ゃιてていたと推測される石俸が検出さ

れている。これらの例から、立石と炉は密接な関係にあることが煩われるり

本遺跡例をみる限りでは、¥';:石遺構と炉の関係を積極的に斤定できる資料に乏しいものと

わざるを得なし今回検出された点石遺構の顛例を他に求めると、鹿角rn-高屋館跡の_l_とわ'遺構

る。高屋館跡の調査では、立千構が配イイ遺出:昏掘立柱建物跡等とともに後期の墓域

を構成していたと考えられているひしたがって、立行遺構を SB33とした後期の樹立柱建物跡

との関連で~)'lえるほうが妥ヨと jよi、われる。このことは、本遺跡のぞり:与を直ちに墓場;とするもの

ではないo

b 地点では、 Lに後期iの竪穴住ミ居跡が検出されている。このうち S1 15とした住居跡では、

と考えられる Ii柴群が市状に!認められた口調査|正のj也山には、 !J来が多量に~~まれていること

から、!竪穴住居ーを掘る時にIHtこしゃ礁をまわりに盛り上げたものと推測される (j

!竪穴佐居跡の周回のi珠群の右下京から、 j司堤を確認してし 1る遺跡としては、小坂町はりま

跡をあげることができる。 S1 152とした縄文前期とわれる大型の竪穴住跡を、傑群が F'--

ナツ状に取り Ij11¥むように検出されている
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学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1994年 2月28日

1993年11月 9日受領しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

なお年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。また付

した誤差は戸線の計数値の標準偏差 σにもとずし1て算出した年数で、標準偏差 (ONE

SIGlVIA)に相当する年代です口また試料の戸線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、

3σ に相当する年代を下!恨の年代値 (B.P.)として表示しであります。また試料の戸線計数

と現在の標準炭素 (MODERNST ANDARD CARBON)についての計数率との差が 2σ 以

下のときには、1vIodernと表示し、(j]'jC%を付記してあります。

Code No， 

Gak-17573 

Gak-17574 

長己

試

炭化材 fromrlif [f遺跡

No ‘1 2NY SIl6 

炭化材 from巾fJl遺跡

No，2 2NY SIl6 

66-

年代(1950年よりの年数)

3410 ::t 100 

1460 B.C. 

3480士山0

1530 B. C. 

以上

越邦
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調益終了時の会景 (北西→南東)

S B33織立柱建物跡:全景(商『東)
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S 1 01~主穴住居跡先制状況{償→ïl[)

S 101竪穴住居跡石閣か {北西『南東}
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s [ 04~穴住居跡完織状況(南西→北東}

S 1 15駁穴住居跡検出状況(南東→北西)
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S 1 15~査穴住居跡完揃状況{南東....~t凶 )

S 115竪穴住居跡遺物出ム状況 (東吋西)
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S 1 J6~穴住居跡完熔松i冗 (北東→南西)

S I J7!}1穴住居跡焼土・炭化物出土状況 {南西→北東}
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S l14立石治構
検出状況 {南西→北京)

S KIO土tic
完搬状況{南東-;It迎)

S KI2土坑
完総状況(I~j→北}



S K19土坑
完栂状況(南東→北西)

S K26土坑
完備状況(南東→北西)

S K30土坑
手主総事、i兄{来→西)
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S D 18線状ìfl:勝手芸綴状況 (í翁-~t)

S 115盟主穴住居勝進物出土状況(雨→北)
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S 101重量穴住居跡出土土総

e 

S 1 15~穴住総務出土土若手
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